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第
70
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

島
根
大
会

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
！

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
！

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
！

〔
単
Ｐ
紹
介
〕

県
立
狭
山
清
陵
高
等
学
校

校
長

田
部
井

洋

事
務
局
長

島
﨑

育
夫

令
和
3
年
度
埼
玉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
活
動
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
各
会
員
の
皆

様
方
に
は
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
な

が
ら
様
々
な
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
3
年
8
月
25
日
に
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
島
根
大
会
が

二
年
越
し
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
県

の
島
根
県
で
は
、
神
無
月
に
は
神
々
が
出

雲
に
集
う
が
如
く
多
く
の
大
会
参
加
者
と

の
「
ご
縁
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
お
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
全
国
大
会
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
の
皆
様
が
現
地
大
会
会
場
に
赴
き
研

修
を
深
め
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
島
根
大

会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
参
加
校
に
は
大

会
内
容
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
さ
れ
、
全

体
会
、
分
科
会
は
8
月
25
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
視
聴
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
本

県
か
ら
は
1
1
0
校
の
学
校
に
ご
参
加
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
島
根
大
会
開
催
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

第89号
令和4年2月1日
埼高Ｐ連

調査広報委員会

1

学
校
概
要

本
校
は
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
5
ク
ラ

ス
規
模
の
普
通
科
高
校
で
あ
る
。
1
年
生

は
6
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
き
め
細
や
か
な

学
習
指
導
を
行
い
、
生
徒
一
人
一
人
の
進

路
実
現
の
た
め
に
、
就
職
か
ら
進
学
ま
で

各
種
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ッ
ス

ル
ブ
ル
ッ
ク
高
校
と
姉
妹
校
提
携
を
結
び

相
互
に
交
流
を
続
け
、
国
際
理
解
教
育
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
概
要

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
本
部
・
総
務
委
員

会
・
生
活
進
路
委
員
会
・
広
報
委
員
会
・

学
年
委
員
会
・
後
援
会
で
構
成
し
て
い
る
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
思
う

よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
昨
年
度
は
、
西
部
支
部
役
員
等
研

修
会
の
発
表
校
と
し
て
、「
子
供
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
」
を
紙
上
発
表
し
た
。
こ
こ
数
年

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
学
校
で
の
子
供
の
様
子

を
知
る
き
っ
か
け
を
作
る
活
動
を
行
い
、

保
護
者
の
学
校
行
事
へ
の
参
加
が
年
々
増

え
て
い
る
。
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
は
、

初
め
は
理
事
3
名
の
参
加
か
ら
、
理
事
会

で
感
想
と
問
題
点
や
交
通
整
理
等
の
安
全

管
理
の
必
要
性
と
応
援
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
、
20
名
か
ら
40
名
へ
と
保
護
者
の
参

加
が
増
え
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
学
校
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
、「
た
か
く

ゆ
た
か
に

た
く
ま

し
く
」
の
校
訓
の
も
と
、
学
習
・
行
事
・

部
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
が
大
き
く

成
長
し
て
い
る
姿
を
直
接
見
て
も
ら
え
る

い
い
機
会
で
あ
り
、
今
後
も
、
続
け
て
ほ

し
い
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。
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教
育
活
動
紹
介

教
育
活
動
紹
介

教
育
活
動
紹
介

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
の
取
組
み

県
立
熊
谷
女
子
高
等
学
校

校
長

浅
海

純
一

教
育
活
動
紹
介

教
育
活
動
紹
介

教
育
活
動
紹
介

日
本
一
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進
校
を

目
指
し
て

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
北
高
等
学
校

教
頭

筒
井

賢
司

本
校
は
明
治
44
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年

で
百
十
一
年
迎
え
る
、
県
内
有
数
の
伝
統

校
で
あ
る
。「
学
業
」「
学
校
行
事
」「
部
活

動
」
の
三
つ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
、
心
身

と
も
に
健
康
で
豊
か
な
人
格
の
形
成
を
図

る
こ
と
を
主
眼
に
教
育
活
動
を
進
め
て
い

る
。本

校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
教
員
各
一
台

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
準
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
入
学
生
か
ら
は
、
全
員
が
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
を
購
入
し
、
様
々
な
教
育
活
動
に
活
用

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
昨
年
度
か
ら
、
始

業
式
・
終
業
式
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
、
二
者
面

談
等
に
活
用
し
て
き
た
ほ
か
、
科
目
選
択

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
一
教
室
の
人
数
を
半
分

に
し
た
分
割
授
業
な
ど
に
も
活
用
し
て
き

て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
や
保
護
者
あ
て
の
連

絡
、
課
題
等
の
指
示
や
提
出
、
授
業
で
の

資
料
提
示
や
調
べ
学
習
、
調
査
・
報
告
、

更
に
今
年
度
は
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
に

基
づ
く
分
散
登
校
の
実
施
に
あ
た
り
、
時

間
割
は
一
切
変
更
せ
ず
、
家
庭
へ
の
授
業

の
同
時
配
信
に
取
り
組
み
、
生
徒
の
学
習

機
会
の
確
保
を
進
め
て
き
た
。

生
徒
や
保
護
者
の
理
解
や
協
力
体
制
も

進
み
つ
つ
あ
る
が
、
生
徒
の
受
信
環
境
の

整
備
や
、
発
信
方
法
の
工
夫
改
善
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

対
面
で
の
教
育
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識

し
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

本
校
は
創
立
66
年
目
、
理
数
科
と
普
通

科
を
設
置
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
て

い
る
さ
い
た
ま
市
立
の
高
校
で
す
。
全
国

の
公
立
高
校
と
し
て
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

充
実
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
を
活
用
し
た

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
生
徒
の
朝
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
へ
の
健
康

観
察
入
力
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
登
校
中
の

電
車
の
中
で
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
動
画
を

見
て
入
試
対
策
を
し
、
登
校
し
て
か
ら
は

校
内W

i-Fi

に
接
続
し
て
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に

配
信
さ
れ
て
い
る
朝
学
習
の
課
題
に
取
り

組
み
、
毎
日
の
連
絡
は
担
任
や
週
番
か
ら

Classi

で
配
信
さ
れ
、
授
業
中
は
授
業
支

援
ア
プ
リ
のClassiN

O
TE

やG
oogle

Classroom

を
教
室
に
設
置
し
て
あ
る
電

子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
連

携
さ
せ
た
授
業
を
各
先
生
方
が
工
夫
し
て

展
開
し
て
い
ま
す
。
行
事
や
部
活
動
で
も

生
徒
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、

帰
宅
し
て
か
ら
は
授
業
デ
ー
タ
を
確
認
し

な
が
ら
予
習
・
復
習
し
た
り
、
配
信
さ
れ

て
い
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
翌
日
の
授
業

に
備
え
ま
す
。

Society
5.0

を
目
指
す
社
会
で
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
変
化
の
激
し
い
社
会
で

生
き
抜
く
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
軸

と
し
た
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
現
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
共
通
理
解
の

も
と
、
本
校
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
日
常
の
ツ
ー

ル
と
し
て
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
さ
い
た
ま
市
の
理
数
教
育
拠
点

校
と
し
て
小
中
学
校
に
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
た
り
、
海
外
修
学
旅
行
を
は

じ
め
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
を
意
識
し
た
取

組
み
を
数
多
く
実
施
し
て
い
た
り
、
体
育

館
に
空
調
が
入
っ
て
い
た
り
と
、
県
立
高

校
と
は
一
味
違
っ
た
大
宮
北
高
校
は
こ
れ

か
ら
も
進
化
し
続
け
ま
す
。

（2）第89号埼 玉 県 高 Ｐ 連 だ よ り令和4年2月1日



支
部
役
員
等
活
動
報
告

支
部
役
員
等
活
動
報
告

「
地
域
に
開
か
れ
た
越
総
」

県
立
越
谷
総
合
技
術
高
等
学
校

校
長

市
村

洋
子

本
校
は
、
工
業
・
商
業
・
家
庭
の
6
つ

の
専
門
学
科
か
ら
な
る
総
合
技
術
高
校
で

す
。
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
を

目
指
し
昭
和
61
年
に
開
校
し
ま
し
た
。

「
人
間
性
豊
か
な
産
業
人
材
の
育
成
」

の
取
組
み
と
し
て
各
専
門
学
科
の
特
色
を

生
か
し
、
地
域
と
連
携
し
た
事
業
を
数
多

く
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
電
子
機
械
科

の
ミ
ニ
新
幹
線
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
越
谷
市
内
の
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
で
運
行
し
、
子
ど
も
た
ち

の
人
気
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ラ

ク
ル
）
で
は
、
小
学
生
・
中
学
生
向
け
の

体
験
講
座
を
本
校
生
徒
が
指
導
者
と
な
っ

て
開
講
し
て
い
ま
す
。

3
年
生
に
な
る
と
班
別
研
究
で
地
域
企

業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
商
品
開
発

を
行
っ
た
り
、
公
共
施
設
と
連
携
し
て
社

会
貢
献
を
行
う
な
ど
、
社
会
に
出
て
即
戦

力
と
し
て
動
け
る
力
を
身
に
付
け
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
情
報
技
術
科
は
特
別
支
援

学
校
で
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を
日
本

工
業
大
学
の
研
究
室
と
共
同
で
行
っ
て
い

ま
す
。
食
物
調
理
科
で
は
、
越
谷
市
役
所

農
業
振
興
課
と
地
場
産
小
松
菜
カ
レ
ー
の

開
発
や
、
地
域
の
事
業
者
と
商
品
開
発
研

究
を
行
い
さ
ら
に
協
賛
企
業
を
開
拓
し
て

い
ま
す
。
流
通
経
済
科
で
は
越
谷
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
・
洋
菓
子
店
2
店
舗
と
越
谷

特
産
い
ち
ご
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
製
作
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
企
業
等
か
ら
依
頼
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
草
加
警
察
か

ら
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
配
布
品
の
注
文
を

受
け
、
電
子
機
械
科
は
つ
り
革
ア
シ
ス
ト

「
ら
ぽ
ー
ん
」
を
開
発
し
、
服
飾
デ
ザ
イ

ン
科
は
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
の
カ
バ
ー
デ
ザ
イ

ン
を
行
い
、
2
点
商
品
化
さ
れ
街
頭
配
布

を
し
ま
し
た
。

校
外
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
地
域

と
関
わ
り
、
学
科
の
学
び
を
通
し
て
身
に

付
け
た
知
識
と
技
術
を
活
か
し
社
会
貢
献

す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
、
可
能
性
に
挑
戦

し
て
い
る
越
総
生
で
す
。

東
部
支
部

県
立
久
喜
工
業
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

沢
辺
真
由
美

東
部
支
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
5
月
18
日
久
喜

市
三
高
サ
ロ
ン
に
て
開
催
予
定
だ
っ
た
役

員
会
、
総
会
を
紙
上
開
催﹇
書
面
審
査
﹈に

変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
中
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
た
福
島
県
い
わ
き
市
方
面
へ

の
県
外
研
修
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
10
月
2
日
に
は
東
部
支

部
第
1
回
役
員
会
を
久
喜
工
業
高
校
に
て

開
催
し
、
令
和
4
年
度
以
降
の
役
割
分
担

や
県
外
研
修
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

来
年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
収
束
に
向
か
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
再
び
活

発
に
行
え
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

西
部
支
部

県
立
坂
戸
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事

松
本

千
絵

役
員
等
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
昨
年

度
同
様
書
面
開
催
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
発
表
担
当
校
で
あ
る
志
木
・
越
生
・
川

越
・
所
沢
西
の
4
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
活
か
し
た
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
講
演

も
頂
く
予
定
で
準
備
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

生
憎
の
情
勢
に
て
書
面
開
催
と
な
り
ま
し

た
こ
と
に
ご
理
解
を
頂
け
ま
し
た
。
昨
年

度
か
ら
続
く
未
曾
有
の
困
難
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
各
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

南
支
部

県
立
南
稜
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

岩
上

拓
郎

南
支
部
長
を
引
き
継
い
だ
時
の
、
一
番

の
課
題
は
研
修
会
を
ど
う
す
る
の
か
？
と

い
う
事
で
し
た
。

最
終
判
断
は
支
部
の
皆
様
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
収
束
の
見
込
み
が
な
い
と
い
う

事
で
中
止
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
他
の
活
動
も
現
時
点
ま
で
、
何
も
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

や
っ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
も
高
く
な
り
、

治
療
薬
の
開
発
も
進
ん
で
き
て
、
少
し
ず

つ
で
す
が
光
も
見
え
て
き
た
の
で
、
今
年

度
中
に
は
何
か
し
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

北
部
支
部

県
立
鴻
巣
女
子
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

菅
原
理
恵
子

北
部
支
部
で
は
10
月
23
日
（
土
）
半
日

研
修
と
い
う
形
で
、
鴻
巣
女
子
高
校
体
育

館
に
て
役
員
等
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

前
半
の
講
演
会
で
は
「
言
葉
は
未
来
を
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創
る
道
具
〜
前
向
き
な
言
葉
で
前
向
き
に

生
き
よ
う
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
村
松
真
貴
子
様
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
は
熊
谷
農
業
、
皆
野
、
深
谷
第
一
、

熊
谷
女
子
の
各
校
か
ら
研
究
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
状
況
の
中
で
し
た
が
、

各
校
の
特
色
や
、
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
な
ど
大
い
に
参
考
に
な
る
発
表

内
容
で
し
た
。
21
校
1
0
1
名
の
ご
参
加

と
ご
協
力
に
よ
り
充
実
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
更
な

る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

事事
務務
局局
よよ
りり

【
令
和
4
年
度
・
主
な
行
事
日
程
】

◎
定
期
総
会
・
研
究
協
議
会

日
程
・
6
月
13
日
（
月
）

会
場
・
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

◎
専
門
委
員
会
研
修
会

日
程
・
11
月
7
日
（
月
）
15
日
（
火
）

会
場
・
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

◎
第
68
回
関
東
地
区
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
神
奈
川
大
会

日
程
・
7
月
9
・
10
日
（
土
・
日
）

会
場
・
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ
ン

タ
ー（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
予
定
）

◎
第
71
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
石
川
大
会

日
程
・
8
月
25
・
26
日
（
木
・
金
）

会
場
・
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

・
石
川
県
産
業
展
示
館

（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
予
定
）

【
令
和
4
年
度
担
当
支
部
】

◎
県
連
会
長

南
部
選
出

◎
専
門
委
員
長
等

・
高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

東
部
選
出

・
進
路
指
導

西
部
選
出

・
生
徒
指
導

南
部
選
出

・
家
庭
教
育

北
部
選
出

・
調
査
広
報

南
部
選
出

・
定
通
教
育

南
部
選
出

【
埼
高
Ｐ
連
】

◎
令
和
3
年
度
埼
高
Ｐ
連
加
入
状
況

1
6
6
校

1
1
0
，
7
4
9
人

【
賠
償
責
任
補
償
制
度
】

◎
令
和
3
年
度
賠
責
加
入
状
況

1
6
4
校

1
0
9
，
6
2
5
人

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

・
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
各
加
盟
校
、
全
国
大
会
Ｈ
Ｐ
等
リ
ン
ク

し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
賠
償
責
任
補
償
制
度
の
ご
案
内
・
高
Ｐ

連
だ
よ
り
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

役職（支部）等 氏 名 所属学校 職 名 役職（支部）等 氏 名 所属学校 職 名
会 長 繁田 剛 県立川越高校 PTA会長

理

事

南 部

八倉巻秀康 大宮北高校 PTA会長

副
会
長

東部支部長 沢辺真由美 久喜工業高校 PTA会長 松永 晴子 大宮武蔵野高校 PTA会長
西部支部長 松本 千絵 坂戸高校 PTA理事 田中 里実 いずみ高校 PTA会長
南 支部長 岩上 拓郎 南稜高校 PTA会長 具志堅和枝 川口青陵高校 PTA会長
北部支部長 菅原理恵子 鴻巣女子高校 PTA会長 鈴木 純一 伊奈学園総合高校 PTA会長

監

事

東 部 脇田 宣欣 三郷北高校 PTA会長 大竹 秀明 南稜高校 校長
西 部 矢島 一郎 所沢中央高校 PTA会長 竹越 利之 大宮北高校 校長
南 部 井上 清之 川口市立高校 校長 池田 泰 大宮武蔵野高校 校長
北 部 金室 紀夫 北本高校 校長 小川 剛 いずみ高校 校長

理

事

東 部

川嶋真由美 庄和高校 PTA会長 梅澤 秀幸 川口青陵高校 校長
牧戸由紀子 越谷総合技術高校 PTA会長 増淵 則敏 伊奈学園総合高校 校長
梶山 美雪 春日部女子高校 PTA会長

北 部

小川 将人 熊谷女子高校 PTA会長
大森 由美 幸手桜高校 PTA会長 米屋 未来 寄居城北高校 PTA会長
程田 美紀 三郷高校 PTA会長 原口 尚子 小鹿野高校 PTA会長
小澤 良 春日部高校 PTA会長 土屋 美加 鴻巣高校 PTA会長
猪野 敏夫 久喜工業高校 校長 佐藤 靖典 本庄高校 PTA会長
山田 直子 庄和高校 校長 永田 祐子 鴻巣女子高校 校長
市村 洋子 越谷総合技術高校 校長 浅海 純一 熊谷女子高校 校長
吉岡 靖久 春日部女子高校 校長 安藤 龍嗣 寄居城北高校 校長
出井 幸一 幸手桜高校 校長 守屋 淑美 小鹿野高校 校長
中山 望 三郷高校 校長 永井 一博 鴻巣高校 校長
坂上 節 春日部高校 校長 松本 英和 本庄高校 校長

西 部

岡崎 優子 狭山清陵高校 PTA会長
事 務 局

島﨑 育夫 事務局長
浅野由美子 富士見高校 PTA会長 濵野 美加 書記
中田 弘美 鳩山高校 PTA会長 中川 則子 書記
田村 裕 松山高校 PTA会長
長谷川 仁 県立川越高校 校長
井上 正明 坂戸高校 校長
田部井 洋 狭山清陵高校 校長
水野 浩樹 富士見高校 校長
中村 司 鳩山高校 校長
菅野 義彦 松山高校 校長

埼玉県高等学校PTA連合会 事務局
〒330―0063さいたま市浦和区高砂2―2―20かぶらぎビル5A
TEL 048―822―3690 FAX048―825―3030
MAIL sai.p@saikoupren.jp HP https://saikoupren.jp/
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